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情報生産者が育つ学校－「情報生産プロジェクト」の可能性－ 

 

宮崎大学教育学部附属中学校 教諭 鬼塚  拓 

 

１ 問題 ―― 「消費」から「生産」へ 

 新聞を活用した学習をきっかけとして，子どもたちが「情報生産者」になっていくことができるようにしたい。

そして，「情報生産者」が育つ学校をつくっていきたい。これが本校におけるＮＩＥの起点である。学校としてＮ

ＩＥに取り組もうとするとき，「子どもたちにどうやって新聞を読ませればよいか」という論点がすぐに立ち上

がる。子どもたちに「新聞を読ませる指導（方法）」が工夫され，「各教科等の授業における新聞活用」が実践さ

れ，子どもたちが「新聞を読んでいる姿」がクローズアップされる。しかしながら，ここで注意しなければなら

ないのは，「子どもたちに新聞を読ませること」が目的化していくことである。「新聞を読むこと」が目的化され

れば，「新聞を読んだ，その先にあるはずもの」が見えなくなる。「方法の目的化」が“Activity Trap”と訳され

るように，それは「罠」である。「罠」は回避されなければならない。その回避のための方法として，言い換えれ

ば，新聞を活用した学習を手段として，私たちが目指したのが「情報生産者が育つ学校」である。 

  「情報生産者」とは，日々の生活の中で自分が感じたことや考えたこと（＝新しい情報）を，自分の言葉で書

き記していく者のことであり，自分が書き記してきた多種多様な情報を組み合わせながら，さらに新しい情報を

つくりだしていく者のことである。他者の言ったことや書いたことを尊重しつつ，自分自身の手によって新たな

情報をつくりだしていくことによってはじめて，子どもたちは自分の人生を自分で生きていくことができるよう

になる。自分のことを，自分の言葉で，表現していくことができるようになる。新聞紙面に載っているのは，新

聞の作り手・書き手が生産した情報である。新聞を読むだけの「情報消費者」にとどまってしまうのではなく，

新聞を活用した学習を方法として，子どもたちが「情報生産者」になっていくことができるようにしたい。そし

て，私たちの学校を「情報生産者が育つ学校」にしたい。ＮＩＥの実践が私たちの学校にもたらしたのは，「情報

生産」という視点である。 

 

２ 方法 ―― 「記憶」から「記録」へ 

 情報生産者になっていくことができるようになるための方法として「情報生産プロジェクト」を始動させた。

このプロジェクトの概要は以下の通りである。 

 ⑴ 右の写真のように，「情報カード（400 枚）」と「カ 

ードボックス」を用意する。「情報カード」は名刺サ 

イズのものを用意し，「カードボックス」の中に保管 

する。 

 ⑵ オリエンテーションを行い，「情報生産プロジェク 

ト」の目的と方法を説明する。オリエンテーションの 

資料も「カード」化し，「カードボックス」に保管して 

いく。 

 

 

 

 

「情報カード」と「カードボックス」 
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 ⑶ 生活の様々な場面でふと感じたことやじっくり考えたことなどを情報カードに書き記していく。子どもた

ちが自分で書くこともあれば，教師から子どもたちに対して，「それじゃあカードを出してください。書いて

みましょう」と声をかけることもある。 

 ⑷ ３か月に１回のペースで，自分が書き記してきたカードを繰り，読み直すことを通して，「自分がどのよう

な情報を生産してきたのか」を振り返るとともに，「自分が書いたカードを読み直したことで感じたことや考え

たこと」を新たな情報として増やしていく活動を行う。子どもたちは３か月間の情報生産プロジェクトをもと

に，「３か月間の私の成長」をレポートに書く。このレポートは「キャリア・パスポート」に綴じられていく。 

 

 情報生産プロジェクトを始動させることによって，子どもたちが生産する情報は「記憶」から「記録」へと

変化していくことになる。すべての情報を頭の中で記憶しておくことはできない。それゆえ，私たちは「頭の

外側」に記録媒体を持つことを必要とする。その際，記録媒体は規格化されていることが望ましい。同じサイ

ズで，同じ質感であることが望ましい。規格化されていることで，情報を生産することはもちろん，生産した

情報同士を多種多様に結び付けていこうとするときの操作性も格段に向上するからである。 

 

３ 省察 ―― 「特設」から「日常」へ 

 １年間，情報生産プロジェクトに取り組んだ子どもたちは，次のような振り返りをしている。今年度の「情報

生産プロジェクト」は「特設」されたものである。しかしながら，１年間を通して情報生産を続けたことによっ

て，子どもたちはその意義や自分に最適な方法を見出すことができたのではないだろうか。来年度以降，子ども

たちの「日常」の中に情報生産プロジェクトが埋め込まれていくことを期待したい。 

 ○ 最初は，思ったことだけを書いているだけだったが，今に近づくにつれて，カードの内容が濃くなってい

るのがとても印象に残りました。カード１枚でも自分を表すことができてよいなと思いました。 

 ○ 自分の考えを実際に書くことで，頭の中で整理され，書かなければ気づかないようなことまで考えられる

ようになった。 

 ○ 情報カードは自分の学びを整理するためのものだと思う。情報カードを書くことで，あとから見返したと

きに，思い出しやすくなっていてよかったと思う。また，今まで自分がどんなことを学んだのかも思い出

せて，とてもよかったと思う。 

○ 私にとって「情報生産プロジェクト」とは，「１つしかない答え」に違和感（あるいは居心地悪さ）をおぼ

えさせてくれるものだ。数学のような「絶対的な答え」は実社会では存在しない。「完璧」は存在しない

し，通用しない。たくさんの答えがあって，そのどれもが正解であり，間違いである。そのことに気づか

せてくれて，生き方・見方を変えてくれたものが「情報生産プロジェクト」であると思う。 
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情報生産プロジェクトのオリエンテーション資料（2022 年 4 月 15 日） 
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情報生産プロジェクトをもとにした「３か月間の私の成長」をまとめるレポートの形式 
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